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内
閣
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一
六
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第
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号

平
成
二
十
年
四
月
十
一
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内
閣
総
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臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
チ
ベ
ッ
ト
情
勢
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
チ
ベ
ッ
ト
情
勢
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

チ
ベ
ッ
ト
情
勢
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
に
鋭
意
努
め
て
い
る
が
、
直
接
的
に
入
手
で
き
る
情
報
は
限
ら
れ
て
お

り
、
外
務
省
と
し
て
確
た
る
こ
と
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
懸
念
を
も
っ
て
情
勢
を
注
視
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
情
勢
を
懸
念
を
も
っ
て
注
視
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
冷
静
な
対
応
を
求
め
、
今

り

後
の
事
態
が
早
期
に
か
つ
平
和
裡
に
沈
静
化
す
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
が
国
際
社
会
の
関
心
を
踏
ま

え
、
透
明
性
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
状
況
の
改
善
の
た
め
に
双
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
形

で
関
係
者
間
の
対
話
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
福
田

康
夫
内
閣
総
理
大
臣
自
身
が
表
明
し
て
い
る
が
、
各
国
首
脳
と
比
べ
て
消
極
的
な
見
解
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

外
務
省
で
は
、
本
年
三
月
十
四
日
に
発
生
し
た
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
ラ
サ
市
に
お
け
る
市
民
と
中
国
当
局
と
の
衝
突
を

受
け
、
直
ち
に
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
滞
在
す
る
邦
人
の
安
否
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
本
邦
及
び
北
京
の
旅
行
会
社
等
に
対

一



し
ツ
ア
ー
旅
行
等
の
安
全
対
策
を
呼
び
掛
け
た
。

加
え
て
、
同
月
十
五
日
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
よ
り
在
日
本
国
中
国
大
使
館
公
使
に
対
し
て
、
ま
た
、
同
月
十
六
日
、
在

中
国
日
本
国
大
使
館
公
使
よ
り
中
国
外
交
部
ア
ジ
ア
司
長
に
対
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
滞
在
す
る
邦
人
の
安
全
確
保
を

要
請
し
た
。

さ
ら
に
、
在
留
邦
人
及
び
邦
人
渡
航
者
に
対
す
る
渡
航
情
報
と
し
て
、
同
月
十
五
日
に
「
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
ラ
サ
市
の
治

安
悪
化
に
伴
う
注
意
喚
起
」
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
対
す
る
危
険
情
報
を
「
渡
航
の
延
期
を
お
勧
め

し
ま
す
。
」
に
引
き
上
げ
た
ほ
か
、
同
月
十
八
日
に
は
「
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
周
辺
地
域
の
治
安
悪
化
に
伴
う
注
意
喚
起
」
を

発
出
す
る
と
と
も
に
、
同
月
二
十
八
日
に
青
海
省
、
甘
粛
省
及
び
四
川
省
の
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
に
対
す
る
危
険
情
報
を

「
渡
航
の
是
非
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
」
に
引
き
上
げ
た
。

四
に
つ
い
て

外
務
省
は
、
本
年
三
月
十
五
日
、
外
務
報
道
官
が
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
ラ
サ
市
に
お
い
て
、
市
民
と
中
国
当
局
の
衝

突
に
よ
り
死
傷
者
が
出
て
い
る
現
在
の
情
勢
に
つ
き
、
懸
念
し
、
注
視
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
冷
静
な
対
応
を
求
め
、

今
回
の
事
態
が
早
期
に
か
つ
平
和
裡
に
沈
静
化
す
る
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
旨
の
談
話
を
発
出
し
、
同
日
、
ア
ジ
ア
大
洋
州

二



局
長
よ
り
在
日
本
国
中
国
大
使
館
公
使
に
対
し
、
及
び
同
月
十
六
日
、
在
中
国
日
本
国
大
使
館
公
使
よ
り
中
国
外
交
部
ア
ジ

ア
司
長
に
対
し
、
外
務
報
道
官
談
話
に
示
さ
れ
た
政
府
の
立
場
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
滞
在
す
る
邦

人
の
安
全
確
保
を
そ
れ
ぞ
れ
要
請
し
た
。

さ
ら
に
、
同
月
二
十
一
日
、
在
中
国
日
本
国
大
使
よ
り
中
国
外
交
部
部
長
助
理
に
対
し
、
及
び
同
月
二
十
五
日
、
外
務
事

務
次
官
よ
り
在
日
本
国
中
国
大
使
に
対
し
、
中
国
が
国
際
社
会
の
関
心
を
踏
ま
え
、
透
明
性
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
こ
と
、
状
況
の
改
善
の
た
め
に
双
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
形
で
関
係
者
間
の
対
話
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
等
の
我
が
国
立
場
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
た
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
視
察
」
に
参
加
し
た
御
指
摘
の
在
中
国
日
本
国
大
使
館
公
使
よ
り
、
暴
徒
に
よ
る
焼
き
打
ち
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
商
店
や
学
校
、
ラ
サ
市
中
心
部
に
あ
る
大
昭
寺
、
負
傷
者
が
入
院
し
て
い
る
武
装
警
察
病
院
及
び
自
治
区
人
民
病
院
等

の
訪
問
先
の
状
況
の
他
、
シ
ャ
ン
パ
・
プ
ン
ツ
ォ
ク
自
治
区
主
席
と
の
会
見
の
概
要
、
現
地
滞
在
邦
人
と
の
面
会
の
概
要
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
「
活
仏
」
で
あ
る
自
治
区
政
治
協
商
会
議
副
主
席
や
チ
ベ
ッ
ト
史
専
門
家
等
と
の
意
見
交
換
の
内
容
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

三



六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
今
般
の
「
視
察
」
の
手
配
は
、
中
国
政
府
に
よ
る
一
つ
の
努
力
の
表
れ
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る

が
、
「
視
察
」
を
通
じ
て
事
態
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
引
き
続
き
、
中
国
が
国
際
社
会
の
関
心
を

踏
ま
え
た
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
公
使
の
発
言
は
、
こ
う
し
た
政
府
の
認
識
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
情
勢
を
懸
念
を
も
っ
て
注
視
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
冷
静
な
対
応

を
求
め
、
今
後
の
事
態
が
早
期
に
か
つ
平
和
裡
に
沈
静
化
す
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
が
国
際
社
会
の

関
心
を
踏
ま
え
、
透
明
性
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
状
況
の
改
善
の
た
め
に
双
方
が
受
け
入

れ
ら
れ
る
形
で
関
係
者
間
の
対
話
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
と
の
日
本
側
の
考
え
方
を
中
国

側
に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
事
態
の
推
移
を
見
極
め
つ
つ
、
適
切
に
対
処
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を
期
待
し
て
お
り
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
今

四



後
、
事
態
が
沈
静
化
す
る
こ
と
を
、
ま
た
、
中
国
が
国
際
社
会
の
関
心
を
踏
ま
え
、
透
明
性
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

五


